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(57)【要約】
【課題】グラデーション表示の見え方をアンビエント表
示領域の照明色によらず安定させる。
【解決手段】情報表示領域２２の周囲にアンビエント表
示領域２４を確保する表示板２０、異色の光を放射する
光源部３００，３０２、光源部３００，３０２から表示
側への放射光を個別に反射する個別反射部３０１，３０
３、個別反射部３０１，３０３からの反射光を表示板２
０の板面方向Ｓのうち共通のアンビエント表示領域２４
側へ反射する共通反射部３０４、光源部３００，３０２
の点灯を切替制御する制御回路４０を設ける。光源部３
００，３０２と個別反射部３０１，３０３と共通反射部
３０４とからなり、板面方向Ｓに垂直にアンビエント表
示領域２４を通る第一仮想平面３１０に関して対称な各
照明構造３０にて、板面方向Ｓに垂直に第一仮想平面３
１０に交差する第二仮想平面３１１は反射部３０１，３
０３，３０４を通る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両情報を表示する情報表示領域の周囲に、発光表示されるアンビエント表示領域を確
保する表示板と、
　点灯によりそれぞれ異色の光を放射する複数の光源部と、
　前記複数の光源部から前記表示板の表示側へ向かって放射された光を、それぞれ個別に
反射する複数の個別反射部と、
　前記複数の個別反射部によりそれぞれ反射された光を、前記表示板の板面方向のうち共
通の前記アンビエント表示領域側へ反射する共通反射部と、
　前記複数の光源部の点灯を、車両状態に応じて切替制御する制御部と、を備え、
　前記複数の光源部と前記複数の個別反射部と前記共通反射部とからなる照明構造は、前
記表示板の板面方向に垂直に前記アンビエント表示領域を通る第一仮想平面に関して、対
称に設けられ、
　各前記照明構造において、前記表示板の板面方向に垂直に前記第一仮想平面と交差する
第二仮想平面は、前記複数の個別反射部と前記共通反射部とを通ることを特徴とする車両
用表示装置。
【請求項２】
　各前記照明構造の前記共通反射部は、前記第一仮想平面上において相互接続され、前記
第一仮想平面に近付くほど前記アンビエント表示領域側へ張り出す形状を、前記第一仮想
平面に関して対称に有することを特徴とする請求項１に記載の車両用表示装置。
【請求項３】
　各前記照明構造において、前記複数の個別反射部と前記共通反射部とは、光を誘導する
導光部材のうち前記第二仮想平面が交差するカット面により、それぞれ形成され、
　前記アンビエント表示領域において前記導光部材は、各前記照明構造の前記共通反射部
からの反射光により照明されることを特徴とする請求項１又は２に記載の車両用表示装置
。
【請求項４】
　各前記照明構造において、前記第二仮想平面は前記複数の光源部を通ることを特徴とす
る請求項１～３のいずれか一項に記載の車両用表示装置。
【請求項５】
　各前記照明構造において、前記複数の個別反射部と前記共通反射部とは、光を誘導する
導光部材のうち、前記表示板の板面方向に垂直且つ前記第一仮想平面に垂直な前記第二仮
想平面が交差するカット面により、それぞれ形成されることを特徴とする請求項１～４の
いずれか一項に記載の車両用表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両情報を表示する車両用表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示板において車両情報を表示する情報表示領域の周囲に、発光表示されるアン
ビエント表示領域を確保するようにした車両用表示装置が、知られている。
【０００３】
　こうした車両表示装置の一種として特許文献１に開示の装置では、異色の光を放射する
複数の光源部の点灯を車両状態に応じて切替制御することにより、アンビエント表示領域
が、点灯した光源部からの光で照明されて発光表示されることになる。このように発光表
示されるアンビエント表示領域の照明色から車両乗員は、車両状態を直感的に把握するこ
とが可能となるので、情報伝達性の向上を期待できるのである。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００２－７９８４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　さて、特許文献１に開示の装置においては、例えば各色の光源部を一つずつに限定する
ことにより、点灯した光源部からの光で照明されるアンビエント表示領域において、当該
点灯光源部から離れるほど照明輝度が低下するグラデーション表示を、実現できる。しか
し、特許文献１に開示の装置によると、各色の光源部が表示板の板面方向に並べて設けら
れるので、アンビエント表示領域では、それら各色の光源部による照明範囲が当該板面方
向にずれて、車両乗員によるグラデーション表示の見え方が照明色毎に異なってしまう。
【０００６】
　本発明は、以上説明した問題に鑑みてなされたものであって、その目的は、アンビエン
ト表示領域におけるグラデーション表示について、車両乗員による見え方を当該アンビエ
ント表示領域の照明色によらずに安定させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に記載の発明は、車両情報を表示する情報表示領域の周囲に、発光表示される
アンビエント表示領域を確保する表示板と、点灯によりそれぞれ異色の光を放射する複数
の光源部と、複数の光源部から表示板の表示側へ向かって放射された光を、それぞれ個別
に反射する複数の個別反射部と、複数の個別反射部によりそれぞれ反射された光を、表示
板の板面方向のうち共通のアンビエント表示領域側へ反射する共通反射部と、複数の光源
部の点灯を、車両状態に応じて切替制御する制御部と、を備え、複数の光源部と複数の個
別反射部と共通反射部とからなる照明構造は、表示板の板面方向に垂直にアンビエント表
示領域を通る第一仮想平面に関して、対称に設けられ、各照明構造において、表示板の板
面方向に垂直に第一仮想平面と交差する第二仮想平面は、複数の個別反射部と共通反射部
を通ることを特徴とする。
【０００８】
　このような発明の各照明構造によると、複数の光源部から表示板の表示側へ向かって放
射される異色の光は、それぞれ個別反射部によって個別に反射され、さらに表示板の板面
方向のうち共通のアンビエント表示領域側へ共通反射部によって反射される。こうした各
照明構造において、表示板の板面方向に垂直な仮想平面のうち第一仮想平面と交差した第
二仮想平面が通る共通反射部は、当該第二仮想平面が同様に通る複数の個別反射部からの
反射光をいずれも、当該第二仮想平面との交差箇所にて受け得る。その結果、点灯する光
源部の切替制御によりいずれの色の光が放射される場合でも、共通反射部により第二仮想
平面との交差箇所にて反射された光がアンビエント表示領域を照明することになるので、
その照明範囲は表示板の板面方向にずれ難い。しかも、アンビエント表示領域を通る第一
仮想平面に関して対称な各照明構造の共通反射部からの反射光による照明輝度は、当該ア
ンビエント表示領域にて第一仮想平面から離間するほど低下することになるので、第一仮
想平面の両側にて同様なグラデーション表示を実現できる。これらのことによれば、アン
ビエント表示領域におけるグラデーション表示について、車両乗員による見え方を当該ア
ンビエント表示領域の照明色によらずに安定させることが、可能となるのである。
【０００９】
　請求項２に記載の発明において、各照明構造の共通反射部は、第一仮想平面上において
相互接続され、第一仮想平面に近付くほどアンビエント表示領域側へ張り出す形状を、記
第一仮想平面に関して対称に有する。このような発明において各照明構造の共通反射部は
、相互接続箇所となる第一仮想平面に近付くほどアンビエント表示領域側へと張り出す形
状により、互いの反射光が当該第一仮想平面を越えて干渉しグラデーション表示を乱す事
態を、抑制し得る。しかも、各照明構造の共通反射部の張り出し形状は第一仮想平面に関
して対称であるので、それら共通反射部による反射光がアンビエント表示領域を照明する
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ことで実現されるグラデーション表示については、当該第一仮想平面の両側にて違いが生
じ難くなる。これらのことによれば、アンビエント表示領域にて第一仮想平面から両側に
離間するほど照明輝度が確実且つ同様に低下するグラデーション表示について、車両乗員
による見え方を当該アンビエント表示領域の照明色によらずに安定させることが、可能と
なる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明の各照明構造において、複数の個別反射部と共通反射部とは、光
を誘導する導光部材のうち第二仮想平面が交差するカット面により、それぞれ形成され、
アンビエント表示領域において導光部材は、各照明構造の共通反射部からの反射光により
照明される。このような発明の各照明構造では、導光部材のカット面から形成される複数
の個別反射部及び共通反射部に第二仮想平面が交差するので、それら個別反射部からの反
射光は導光部材を誘導されて、共通反射部のうち当該第二仮想平面の交差箇所に到達し得
る。これによれば、共通反射部により第二仮想平面との交差箇所にて反射された光がアン
ビエント表示領域にて導光部材を照明することで、確実に発光させることのできる照明範
囲については、ずれの抑制作用を発揮してグラデーション表示の見え方を安定させること
が、可能となる。
【００１１】
　請求項４に記載の発明の各照明構造において、第二仮想平面は複数の光源部を通る。こ
のような発明の各照明構造では、第二仮想平面を通る複数の光源部から放射される光は、
当該第二仮想平面を通る個別の個別反射部により反射されることで、共通反射部のうち当
該第二仮想平面との交差箇所に正確に到達し易い。これによれば、共通反射部により第二
仮想平面との交差箇所にて反射された光が実現するアンビエント表示領域の照明範囲につ
いて、ずれの抑制作用を確実に発揮してグラデーション表示の見え方を安定させることが
、可能となる。
【００１２】
　請求項５に記載の発明の各照明構造において、複数の個別反射部と共通反射部とは、光
を誘導する導光部材のうち、表示板の板面方向に垂直且つ第一仮想平面に垂直な第二仮想
平面が交差するカット面により、それぞれ形成される。このような発明の各照明構造では
、表示板の板面方向に垂直且つ第一仮想平面に垂直な第二仮想平面が交差するように、光
を誘導する導光部材のカット面から複数の個別反射部及び共通反射部が形成されるので、
それら反射部の形成範囲が小さくなる。故に、特徴的な照明構造の対称配置による装置の
大型化を抑制しつつ、グラデーション表示の見え方を安定させることが、可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による車両用表示装置を示す正面図である。
【図２】図１の車両用表示装置の照明構造及び文字板を示す正面図である。
【図３】図２のIII－III線矢視図である。
【図４】図１の車両用表示装置の照明構造を示す斜視図である。
【図５】図１の車両用表示装置のアンビエント表示領域における発光表示例を示す模式図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。図１～４は、本発明の一実施形
態による車両用表示装置１を示している。車両用表示装置１は、車両内のインストルメン
トパネルに設置されるコンビネーションメータである。車両用表示装置１は、見返し板１
０、表示板２０、照明構造３０及び制御回路４０を備えている。尚、図１，２の上下方向
は、水平面上における車両の鉛直方向（以下、単に「鉛直方向」という）と略一致し、ま
た図１～４の左右方向は、水平面上における車両の水平方向（以下、単に「水平方向」と
いう）と略一致している。
【００１５】
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　図１に示すように見返し板１０は、不透光性樹脂によって枠状に形成されている。見返
し板１０は、表示板２０及び照明構造３０をそれぞれ部分的に露出させるように、表示開
口部１２を形成している。
【００１６】
　図１，２に示すように表示板２０は、例えばポリカーボネート等からなる透光性樹脂基
板に遮光性印刷層等を積層することによって、平板状に形成されている。表示板２０は、
車両情報を表示する情報表示領域２２と、当該領域２２の周囲にて発光表示されるアンビ
エント表示領域２４とを、表示開口部１２の内周側に確保している。ここで情報表示領域
２２は、加飾リング２３にて囲まれた円形領域となっており、特に本実施形態では、車両
情報としての車速情報を指針２６の回転位置に応じて表示する。アンビエント表示領域２
４は、情報表示領域２２の鉛直方向上側に設けられた帯形領域となっており、車両状態に
応じた色の光で照明されて発光する。特に本実施形態のアンビエント表示領域２４は、車
両にて消費電力の抑制を重視した第一走行モードが選択されている場合には、青色光で照
明される一方、車両の動力源による発生トルクを重視した第二走行モードが選択されてい
る場合には、赤色光で照明される。
【００１７】
　照明構造３０は、アンビエント表示領域２４の水平方向中心部を鉛直方向に通過するよ
うに表示板２０の板面方向Ｓ（図１，２は、表示板２０の板面に沿った任意の方向Ｓのう
ち、鉛直方向と略一致した方向を示す）に垂直に想定される第一仮想平面３１０に関して
、面対称の形態にて一対設けられている。即ち、各照明構造３０は、第一仮想平面３１０
を挟んで左右対称となるように構成されている。図１～４に示すように各照明構造３０は
、第一光源部３００、第一個別反射部３０１、第二光源部３０２、第二個別反射部３０３
、共通反射部３０４及び発光表示部３０５等から、構成されている。ここで特に本実施形
態では、両照明構造３０の要素３０１，３０３，３０４，３０５は、例えばアクリル等か
らなる透光性樹脂によって光の誘導機能を発揮する導光部材３０８に、一体的に形成され
ている。尚、以下の説明では、左右対称である各照明構造３０のうち一方の構成を中心に
、説明する。
【００１８】
　図２～４に示すように発光ダイオード（ＬＥＤ）からなる第一光源部３００は、通電に
より点灯して所定色の光、特に本実施形態では、第一走行モードにおけるアンビエント表
示領域２４の照明色に対応した青色光を、放射する。第一個別反射部３０１は、導光部材
３０８のうち表示板２０の板面方向Ｓ（特に図３は、表示板２０の板面に沿った任意の方
向Ｓのうち、水平方向と略一致した方向を示す）に対して傾斜する平坦なカット面によっ
て、形成されている。第一個別反射部３０１は、第一光源部３００よりも表示側に配置さ
れることにより、図４の実線の如く当該第一光源部３００から表示側に放射された光を第
一仮想平面３１０側へ反射する。ここで、特に本実施形態の第一個別反射部３０１は、第
一仮想平面３１０に垂直且つ板面方向Ｓに垂直に想定される第二仮想平面３１１が表示側
からの平面視（図２を参照）にて直交するように、配置されている。また、こうして第一
個別反射部３０１を通る第二仮想平面３１１は、本実施形態では第一光源部３００をも通
る形となっている。
【００１９】
　図２～４に示すように発光ダイオード（ＬＥＤ）からなる第二光源部３０２は、通電に
より点灯して第一光源部３００とは異なる色の光、特に本実施形態では、第二走行モード
におけるアンビエント表示領域２４の照明色に対応した赤色光を、放射する。第二個別反
射部３０３は、導光部材３０８のうち表示板２０の板面方向Ｓに対して傾斜する平坦なカ
ット面によって、形成されている。第二個別反射部３０３は、第二光源部３０２よりも表
示側に配置されることにより、図４の一点鎖線の如く当該第二光源部３０２から表示側に
放射された光を第一仮想平面３１０側へ反射する。ここで、特に本実施形態の第二個別反
射部３０３は、第一個別反射部３０１の場合と同じ第二仮想平面３１１が表示側からの平
面視（図２を参照）にて直交するように、当該第一個別反射部３０１よりも表示側且つ第
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一仮想平面３１０側へずれた箇所に、配置されている。また、こうして第二個別反射部３
０３を通る第二仮想平面３１１は、本実施形態では第二光源部３０２をも通る形となって
いる。
【００２０】
　図２～４に示すように共通反射部３０４は、導光部材３０８のうち表示板２０の板面方
向Ｓに対して傾斜するカット面によって、形成されている。ここで、特に本実施形態の共
通反射部３０４は、個別反射部３０１，３０３の場合と同じ第二仮想平面３１１が表示側
からの平面視（図２を参照）にて交差するように、アンビエント表示領域２４の鉛直方向
上側に配置されている。これにより共通反射部３０４は、図４の実線及び一点鎖線の如く
各個別反射部３０１，３０３から反射された光を、板面方向Ｓのうち当該アンビエント表
示領域２４側に向かう方向へとさらに反射する。また、本実施形態の共通反射部３０４は
、第二個別反射部３０３から第一仮想平面３１０側へずれた箇所から当該第一仮想平面３
１０に至る範囲において、当該第一仮想平面３１０に近付くほどアンビエント表示領域２
４側へ張り出す湾曲面形状に、形成されている。これにより、第一仮想平面３１０に関し
て対称性を有する各照明構造３０の共通反射部３０４は、当該第一仮想平面３１０上にて
相互接続されることで、表示側からの平面視にて円弧状に連なる連続面を構成している。
【００２１】
　図１，２，４に示すように発光表示部３０５は、導光部材３０８のうちアンビエント表
示領域２４に配置されることで表示開口部１２から露出する平板部によって、形成されて
いる。このアンビエント表示領域２４の発光表示部３０５は、図４の実線及び一点鎖線の
如く共通反射部３０４から反射された光により照明されることで、当該照明光の色に発光
する。ここで特に本実施形態では、各照明構造３０の発光表示部３０５が第一仮想平面３
１０上にて相互接続されることで、一体的に発光する構成となっている。尚、本実施形態
の各照明構造３０においては、共通反射部３０４からの光を表示側に反射するためのシボ
加工が、発光表示部３０５の板面のうち裏面に施されることで、発光表示部３０５の発光
輝度が高められている。
【００２２】
　「制御部」として、例えばマイクロコンピュータ等の電子回路により構成される制御回
路４０は、図３に示すように、各照明構造３０の光源部３００，３０２及び車両のモード
切替スイッチ２と回路基板４１上にて電気接続されている。ここでモード切替スイッチ２
は、車両乗員の操作により第一走行モード及び第二走行モードの切替信号を入力可能に、
車両内の運転席近傍に設置されている。制御回路４０は、かかるモード切替スイッチ２か
らの切替信号に基づいて、各照明構造３０の光源部３００，３０２の点灯を切替制御する
。具体的に制御回路４０は、モード切替スイッチ２からの切替信号が第一走行モードを表
す場合には、当該第一走行モードが車両乗員により選択されたとして、各照明構造３０の
第一光源部３００のみへの通電により青色光を放射する。その結果、各照明構造３０では
、図４の実線の如く第一光源部３００からの青色光が第一個別反射部３０１により反射さ
れ、さらに共通反射部３０４により反射されることで、発光表示部３０５が照明されて、
青色の発光表示がアンビエント表示領域２４にて実現される。また一方、制御回路４０は
、モード切替スイッチ２からの切替信号が第二走行モードを表す場合には、当該第二走行
モードが車両乗員により選択されたとして、各照明構造３０の第二光源部３０２のみへの
通電により赤色光を放射する。その結果、各照明構造３０では、図４の一点鎖線の如く第
二光源部３０２からの赤色光が第二個別反射部３０３により反射され、さらに共通反射部
３０４により反射されることで、発光表示部３０５が照明されて、赤色の発光表示がアン
ビエント表示領域２４にて実現されるのである。
【００２３】
　以上説明したように装置１は、特徴的な構成の照明構造３０を一対備えている。それら
各照明構造３０によると、光源部３００，３０２から表示側へ放射される異色の光は、そ
れぞれ個別反射部３０１，３０３によって個別に反射され、さらに表示板２０の板面方向
Ｓのうち共通のアンビエント表示領域２４側へ共通反射部３０４によって反射される。こ



(7) JP 2012-144146 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

うした各照明構造３０において、板面方向Ｓに垂直な仮想平面３１０，３１１のうちアン
ビエント表示領域２４を二分する第一仮想平面３１０に対して直交する第二仮想平面３１
１は、個別反射部３０１，３０３及び共通反射部３０４を通過する形となっている。これ
により、第二仮想平面３１１が同様に通過している個別反射部３０１，３０３により反射
された光は、共通反射部３０４のうち当該仮想平面３１１との交差箇所３１２（図２を参
照）に、導光部材３０８を通じて到達し得る。このとき、光源部３００，３０２にも第二
仮想平面３１１が通過する本実施形態では、それら光源部３００，３０２の放射光が当該
仮想平面３１１上の個別反射部３０１，３０３により反射されて、当該仮想平面３１１上
となる交差箇所３１２に正確に到達し易い。
【００２４】
　したがって、点灯する光源部３００，３０２の切替制御によりいずれの色の光が放射さ
れる場合でも、共通反射部３０４により交差箇所３１２にて反射される光は、アンビエン
ト表示領域２４にて導光部材３０８が形成する発光表示部３０５を照明することになる。
その結果、アンビエント表示領域２４では、発光表示部３０５が確実に発光し得るだけで
なく、点灯する光源部３００，３０２の切替に拘らずに照明範囲が板面方向Ｓにずれ難く
なる。
【００２５】
　ここで、第一仮想平面３１０に関して対称な各照明構造３０の共通反射部３０４からの
反射光による照明輝度は、アンビエント表示領域２４の発光表示部３０５を通る当該第一
仮想平面３１０から離間するほど低下するので、図５の如きグラデーション表示２８を実
現できる。また特に、各照明構造３０の共通反射部３０４は、相互接続箇所となる第一仮
想平面３１０に近付くほどアンビエント表示領域２４側へ張り出す形状により、互いの反
射光が当該第一仮想平面３１０を越えて干渉しグラデーション表示２８を乱す事態を、抑
制し得る。さらに、各照明構造３０の共通反射部３０４の張り出し形状は第一仮想平面３
１０に関して対称であるので、それら共通反射部３０４による反射光が実現するグラデー
ション表示２８については、当該第一仮想平面３１０の両側にて違いが生じ難くなる。
【００２６】
　このような装置１のアンビエント表示領域２４では、第一仮想平面３１０から両側に離
間するほど照明輝度が確実且つ同様に低下するグラデーション表示２８について、車両乗
員による見え方を照明色によらずに安定させることが、可能となる。しかも、そうした効
果を齎す各照明構造３０の個別反射部３０１，３０３及び共通反射部３０４は、板面方向
Ｓ及び第一仮想平面３１０に垂直な第二仮想平面３１１が交差するように、導光部材３０
８の個別のカット面から形成されるので、形成範囲が小さくなる。故に、アンビエント表
示領域２４におけるグラデーション表示２８の見え方の安定性は、特徴的な照明構造３０
の対称配置による装置１の大型化を抑えた状態で、獲得され得るのである。
【００２７】
　（他の実施形態）
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、当該実施形態に限定して解
釈されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々の実施形態に適用
することができる。
【００２８】
　具体的には、各照明構造３０における光源部及び個別反射部の組としては、上記実施形
態の如き二組（第一光源部３００及び第一個別反射部３０１の組と、第二光源部３０２及
び第二個別反射部３０３の組）を設ける以外にも、三組以上を設けてもよい。また、各照
明構造３０において光源部３００，３０２及び反射部３０１，３０３，３０４を通る第二
仮想平面３１１としては、上記実施形態の如く第一仮想平面３１０に垂直に交差する仮想
平面以外にも、第一仮想平面３１０に鋭角又は鈍角をもって交差する仮想平面を、採用し
てもよい。さらに、各照明構造３０における光源部３００，３０２については、第二仮想
平面３１１から外れる箇所に設けてもよい。またさらに、各照明構造３０において発光表
示部３０５を設けないで、アンビエント表示領域２４にて表示板２０の表示側の板面（前
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【００２９】
　加えて、各照明構造３０において第一光源部３００及び第二光源部３０２からの放射光
の色（即ち、アンビエント表示領域２４における照明色）については、それぞれ上記実施
形態の如き青色及び赤色以外であっても勿論よく、適宜な色を選択することができる。ま
た加えて、各照明構造３０における第一光源部３００及び第二光源部３０２としては、上
記実施形態の如き要求色の光を放射するＬＥＤのみから構成する以外にも、例えば白色光
を放射するＬＥＤの表示側に要求色のフィルタを配置してなる構成等を、採用してもよい
。さらに加えて、各照明構造３０における個別反射部３０１，３０３の形状としては、上
記実施形態の如き平坦面形状以外にも、例えば湾曲面形状等を採用してもよい。またさら
に加えて、各照明構造３０における共通反射部３０４の形状としては、上記実施形態の如
く第一仮想平面３１０に近付くほどアンビエント表示領域２４側へ張り出す湾曲面形状以
外にも、例えば第一仮想平面３１０に近付くほどアンビエント表示領域２４側へ張り出す
平坦面形状等を、採用してもよい。
【００３０】
　以上の他、光源部３００，３０２の点灯の切替制御については、車両状態として上記実
施形態の如き走行モードに基づく以外にも、例えば燃料残量や車速等に基づいて実施して
もよい。さらには、周囲にアンビエント表示領域２４が確保される情報表示領域２２につ
いては、車両情報として上記実施形態の如き車速を表示するもの以外にも、例えば燃料残
量や動力源の回転速度、ハイブリッドシステムの状態値等を表示するものであってもよい
。
【符号の説明】
【００３１】
１　車両用表示装置、２　モード切替スイッチ、１０　見返し板、１２　表示開口部、２
０　表示板、２２　情報表示領域、２３　加飾リング、２４　アンビエント表示領域、２
６　指針、２８　グラデーション表示、３０　照明構造、４０　制御回路（制御部）、４
１　回路基板、３００　第一光源部、３０１　第一個別反射部、３０２　第二光源部、３
０４　共通反射部、３０５　発光表示部、３０８　導光部材、３１０　第一仮想平面、３
１１　第二仮想平面、３１２　交差箇所、Ｓ　板面方向



(9) JP 2012-144146 A 2012.8.2

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2012-144146 A 2012.8.2

【図５】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

